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inMetal :J ｡ fiobertSc'hriefferの講義
和 田 靖 (東大理)
この講義はBCSの理論以後 Schrieffer が最 も力を注いで来た問題毎一
つをまとめたものであるO その間題とはquasi-parもicle庭 似が成立たない
ような金属をどのように扱ったらよいかとい うことであった｡それに対 して重
要な事務bを与え ､ やがて理論を定量的に成功させる迄に したのは次の三つの
事実である｡ オーに 1958年の通 gdalfl)による､electron-phonon系の





囲でGreen関数の方程式をcloSed form に書 (ことが出来るようになったO






を応周 して､最低次の項だけをとる処方を考案 したのである｡ この矛二段階は
既に 1960年に到達されていたのであるが ､ 理論はかなb把複雑であb､例
えば energygap を決める方程式は計算機を使って解かな くてほな らないの
で､それに対する強h要請もないままに ､ 理論は暫 くの間数置された0
1962年になって､electro_nturmelingの技術が進み､ もunneling








































は じめ Staticな輸送係数､電子及び熱伝導度､spinの diffuBivity ,








self-energypartの補正に対応 した項を与え､後者は elergygalp に対




論 している限b､Coulomb相互作用は energyindependenもな寄与 しか与
えない｡ そこでCoulomb相互作用は､consもanもな pseudopoもentialで
表わされるとし､ その代 benergyもransfe-rを Debyeenergyの 10倍




scalapino,WilkinS断絶よって最初にPbに対 して解かれたQ パ ラメ-メ
3ー16- .
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は More1-Anderson(6)の評価 した値を用い､effectiveな coupling の
強 さは,､.energygap の実測値を与えるように定めた.数値的に求め られた
energygap-の著 しい特徴の-つは､その烈 しい eneTgy依存性であD､又
励起のdamPingに伴 う､ imaginaryparもの存在である｡
以上の計算結果は､先ず電子の tunnelingの異常特性の説明に応用 され､
実験をよくreprOdudeしたことは､驚 くべきものがあった ｡ その後McMi1-
1an-Rowel四 によって､逆に異常特性か らphdnonの状態密度や､effec一




講義は最後に次のようにまとめられて終ってhる. 強 く結合 した electrOn
phononの系を正確に取扱 うことは可能である｡ そのときの最大の困難は相互
作用の行列要素､電子の ぬnd構造､phononのスペク トルなどがはつ きb判
っていないことであるが､実験 と理論を詳 し(見戟べることによって､これ ら
の知識をひき出す ことが､近い将来に可能になるかも知れない ｡





質の本性を調べて行 こうとい う行 き方である. 年と共に超伝導研究も多準多様
になって来たけれ ども､ この ような行 き方も､大 きな勢力を払 う価値のある行
-317-
き方だと信 じている.
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